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沖
縄
平
和
賞
を
受
賞
し
、
詰
め
掛
け
た
出
席
者
ら
か
ら
祝
福
を
受
け
る
曹
波
茂
理
事
長

（
中
央
）
＝
2
2
目
牛
後
６
時
3
0
分
ご
ろ
、
名
護
市
・
万
国
津
梁
館
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Ａ
に
結
の
心

災
地
支
援
決
意
新
た

　
　
「
弱
者
に
は
弱
者
の
痛
み

が
分
か
る
。
不
条
理
な
歴
史

を
背
負
っ
て
き
た
沖
縄
の

人
々
と
と
も
に
、
平
和
へ
の

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
相
互
扶

惣
「
多
様
性
の
共
存
」
な
ど

を
理
念
に
掲
げ
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
で

思
い
を
発
信
し
て
い
き
竺
医
療
を
中
心
と
し
た
人
道
支

い
」
。
二
十
二
日
ヽ
名
護
市
一
指
を
実
践
し
て
き
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｌ
－
ｉ

の
万
国
津
梁
館
で
沖
縄
平
和
　
　
「
沖
縄
の
結
の
精
神
と
も

賞
を
受
賞
し
た
国
際
医
療
援

助
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム

ダ
）
」
の
菅
波
茂
理
事
長
（
五
七
）

は
決
意
を
語
っ
た
。
中
南
米

の
被
災
地
で
医
療
支
援
を
行

っ
て
き
た
沖
縄
支
部
の
医
師

ら
も
「
受
賞
は
励
み
に
な

る
」
と
今
後
の
活
動
に
意
欲

を
見
せ
た
。
　
（
１
面
参
照
）

通
じ
る
」
と
菅
波
さ
へ
「
人

道
支
援
に
一
番
大
事
な
の
は

互
い
の
尊
敬
と
信
頼
。
自
ら

の
意
思
で
選
択
肢
が
持
て
な

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
沖

縄
だ
か
ら
こ
そ
世
界
の
人
々

の
謁
み
が
分
か
る
と
思
う
」

と
受
賞
の
意
義
を
語
っ
た
。

　
県
系
人
が
多
い
中
南
米
で

Ｊの
活
動
に
つ
い
て
「
県
と
と

も
に
緊
急
時
の
災
害
救
援
に

取
り
組
む
組
織
を
立
ち
上
げ

た
い
」
と
提
案
。
「
沖
縄
戦

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
戦
火
や
災
害
、
貧
困
に

苦
し
む
現
場
で
若
者
に
体
験

を
積
ま
せ
て
は
ど
う
か
。
わ

れ
わ
れ
が
受
け
皿
に
な
れ

る
」
と
話
し
た
。

　
一
九
九
八
年
に
二
カ
ラ
グ

ア
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
災
地
で

二
週
間
、
緊
急
医
療
活
動
を

行
っ
た
沖
縄
セ
ン
ト
ラ
ル
病

院
の
ル
イ
ス
渡
久
地
医
師
は

　
「
現
地
の
人
に
喜
ば
れ
、
自

分
に
と
っ
て
も
大
き
な
経
験

だ
っ
た
。
受
賞
に
わ
ず
か
で

も
貢
献
で
き
て
う
れ
し
い
こ

と
喜
ん
だ
。
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